
Ⅲ 研究部のあゆみ 

 １ 研究主題・副題 

    

 

 

 

２ 研究の基本方針 

 （１） 育成を目指す資質・能力の明確化 

 （２） 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 

 （３） 体育科学習におけるカリキュラム・マネジメントの推進 

３ 研究の内容 

ゲーム・ボール運動（ゴール型）における児童の姿に対する手立て 

（スキルアップテキスト）の作成及び活用 

４ 研究の見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５ 研究の実際 

（１）昨年度の実践課題 

   ボール運動系の領域として、低・中学年 

「ゲーム」、高学年を「ボール運動」で構成 

している。昨年度は、低学年の「鬼遊び」、 

中学年を「ゴール型ゲーム」のタグラグビー 

単元計画を作成した。そこで、作成しいくなか 

で、課題が見つかった。（図１）その課題を 

解決するためのスキルアップテキストを作成 

することにした。 

（２）スキルアップテキストの作成 

身に付けさせたい力と課題をもとに「ボー 

『生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための 

資質・能力の基礎を育む体育科学習の在り方』 

～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～ 

 

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

宮崎県 

『研究主題』 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現す

るための資質・能力の基礎を育む体育科学習の在り方 

新研究主題 

学体研 

九州学体研 

宮崎大会 

（体つくり） 

都城・三股 

宮崎大会 

（ゴール型：タグラグビー） 

日向・東臼杵 

宮崎大会 

（ゴール型：タグラグビー） 

日南・串間 

宮崎大会 

（仮）ネット型 

宮崎市 体つくり ゴール型：タグラグビー（鬼遊び） ネット型 

 

表１【指導者の課題】 



ルを持ったときの動き」や「ボールを持 

たないときの動き」を分類した。分類し 

たものをさらに下記のように分類した。 

   〇タグをとる動き 〇相手をかわす動き  

〇パスを出す（もらう）技術 

   〇パスを出す（もらう）状況判断      

〇サポートの動き 〇ルールの工夫 

〇攻撃や守りの作戦  

   課題を解決させるためにスキルアップ 

  テキストを作成した（図２）。 

（３）授業実践 

   ①実施日 １２月２日、１５日 

②実施校・学年・単元名 

  広瀬小学校（４年生）タグラグビー 

加納小学校（６年生）タグラグビー 

③実施内容  

    授業前半では、指導者がスキルアップテキストをもとに、ランニングパスや円陣パ

スなどを取り入れた練習を進めていった。授業後半では、試合を中心に行った。   

試合中は、プレーをしていないチームがタブレットで動画を撮影したり審判をしたり

した。試合後は、お互いのプレーを振り返った。 

 ７ 成果と課題 

（１） 成果 

  ○ 多くのスキルアップテキストが 

作成できたことにより、指導者の 

 手立ての幅が広がった。 

（２） 課題 

   ○ 指導者がスキルアップテキスト  

 を選択するのではなく、児童がス 

キルアップテキストを選択し、児  

童自らが課題解決できればよかっ 

た。また、いつでも児童が見られ 

るような掲示資料があればよかっ 

た。 

身に付ける力 
①ボールを持った時 or
持っていない時 

②どの課題なのか 

課題 
児童の困っていること 
ねらい 
児童のゴールイメージ 

行い方 
どのようにすれば、 
その課題が解決でき
るのか 

場 
準備物をどこに置け
ばよいかや児童がど
のように動けばよい
のかが分かるように
しておく。 

 

表２【スキルアップテキスト例】 

写真１【授業実践後の成果と課題】 


